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第 81号	 小山シルバーだより	 令和 3年 5月 25日（2）

令和３年度が始まるにあたり

理
事
長

　生
井
克
明

令
和
二
年
度
の
実
績
と
反
省

　
昨
年
一
月
に
初
感
染
が
確
認
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
は
セ
ン

タ
ー
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
感
染
防
止
の
た
め「
マ
ス
ク
」

「
手
洗
い
」
が
推
奨
さ
れ
、
三
密
の
回

避
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、

総
会
に
は
、
極
力
代
表
に
よ
る
参
加
を

お
願
い
し
、
地
区
役
員
会
議
に
つ
い
て

は
分
散
開
催
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
は
セ
ン
タ
ー
運
営

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
普

及
啓
発
促
進
事
業
で
あ
り
ま
す
地
区
別

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
小
雨
の
中
、
一
部
を

除
い
て
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
シ

ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
契
約
金
額
に
つ
い
て
も
、
緊
急
事
態

宣
言
下
で
、
４
・
５
月
期
の
襖
・
障
子

の
注
文
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
が
続
く

な
ど
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
2
億
8
千
96
万
円
で
、
昨
年

度
の
約
90
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
数
の
増
大
に
対
す
る
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
会
場
の
確
保
が
で
き
な
い
た
め
、
毎
月

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
説
明
会
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
方
、
就
業
拡
大
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ

禍
で
す
の
で
、
屋
外
作
業
に
着
目
し
、
農
業
支
援
や

墓
地
管
理
の
拡
大
に
向
け
、
小
山
仏
教
会
や
小
山
市

農
協
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
就
業
の
実
現
に
は
更
な

る
取
組
み
が
必
要
な
状
態
で
す
。

新
年
度
の
主
な
取
組
み
に
つ
い
て

　
第
四
次
中
期
計
画
の
重
要
事
項
と
し
て
、

1 
会
員
へ
の
速
や
か
な
就
業
情
報
の
提
供

2 
事
業
所
訪
問
に
よ
る
民
間
部
門
の
拡
充

の
二
つ
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
就
業
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
公
募
の
お
知
ら
せ

は
以
前
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
事
務
所
の
掲
示
板
を

活
用
し
て
い
ま
し
た
。
公
募
以
外
の
注
文
に
つ
き
ま

し
て
も
、就
業
開
始
ま
で
に
時
間
が
あ
る
場
合
に
は
、

長
期
に
わ
た
る
注
文
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

事
務
所
の
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
し
た
が
、
会
員
へ
の

周
知
が
不
十
分
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
掲
示
板
の
活
用
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
就
業
情
報
の
メ
ー
ル
発
信
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
会
員
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
契
約
金
額
増
大
に
向
け
た
事
業
所
訪
問
に
よ
る

民
間
部
門
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
動

き
づ
ら
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
農
業
支

援
や
墓
地
管
理
の
拡
大
に
取
組
む
と
共
に
新
規
受

注
に
向
け
た
事
業
所
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
例
年
、
受
注
金
額
の
多
い
お
得
意
様
に

は
年
末
に
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
訪
問
記
録
を
確

認
し
、
受
注
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
お
得
意
様
へ

は
再
訪
問
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

や
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
す
る
ほ
か
、
市

内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
普
及
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、

機
会
が
あ
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
普
及
啓

発
に
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
定
年
制
等
の
延
長
に
よ

り
新
規
入
会
者
の
年
齢
が
高
く
な
る
と
と
も
に
、

高
齢
又
は
本
人
・
家
族
の
病

気
等
に
よ
る
退
会
者
が
増
え
、

会
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
普
及
啓
発
に
併
せ
、

充
実
し
た
説
明
会
に
心
が
け

る
と
と
も
に
、
出
前
説
明
会

を
再
開
し
、
会
員
数
増
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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合計569名
男性　454名
女性　115名

令和 3年４月 27 日現在の会員数

●令和3年度地区役員のお知らせ●

地区・班  組織図

班 会員数 地区委員 区　　　　　　域

1 9名 花塚　泰明 花垣町･本郷町
2 9名 六谷　幸三 城山町･中央町･宮本町・八幡町・神明町

3 8名 野口　和男 大字立木・大字小山（小山一小区域）

4 5名 長　克己 大字大行寺（小山一小区域）

5 7名 竹原　正夫 天神町･大字神鳥谷（宇都宮線西側）

6 13名 浅沼　繁富 城北（一丁目・四丁目～六丁目）・駅東通り（三丁目）

7 7名 山中　和男 城北（二丁目・三丁目）・大字犬塚（城北小区域）

8 9名 中田　正 若木町（一丁目・二丁目）・大字喜沢（小山中学校南側）
9 8名 大橋　周夫 若木町（三丁目）・大字喜沢（城北小区域）

10 13名 佐藤　年夫 神鳥谷（丁目）・大字外城･粟宮（丁目）
11 11名 江原　輝雄 東城南（一丁目～四丁目）・大字小山（50号線南）

12 14名 伊藤　晴二 東城南（五丁目）・西城南（四丁目）

13 9名 宮田　武雄 西城南（一丁目～三丁目）

14 13名 白井　利宗 西城南（五丁目～七丁目）・大字神鳥谷（宇都宮線東側）

15 13名 塚原　保 駅南町（一丁目～四丁目）・神山・三峯
16 7名 森谷　直純 駅南町（五丁目・六丁目）・大字小山（50号線北）

17 13名 石丸　悦雄 駅東通り（一丁目・二丁目）・城東（一丁目・二丁目）
18 5名 福田　峰夫 城東（三丁目～五丁目）

19 4名 岡野　好則 城東（六丁目・七丁目）

20 16名 福田　弘美 大字土塔・大字犬塚（水戸線南・環状線西側）

21 20名 西田　勝美 犬塚（一～八丁目）・大字犬塚の一部（犬塚三丁目の東北部）
22 20名 佐藤　正美 中久喜（丁目）・大字中久喜

23 10名 野中　昭男 大字横倉（１～ 399・500 ～ 1293）・大字田間
24 13名 田村　英男 大字横倉（400 ～ 499）

25 13名 青木　成夫 大字横倉新田（１～ 99・200番地の一部）

26 14名 菊地　弘 大字横倉新田（100 ～）

27 12名 中田　文雄 大字向原新田・大字雨ヶ谷・大字雨ヶ谷新田・大字横倉（1294 ～ 1400）

28 8名 小井田　裕 大字東野田・大字南和泉・大字武井
29 3名 山中　三二 大字塚崎

30 10名 木原　重成 東間々田（一丁目・二丁目）・大字間々田（789 ～ 999）
31 8名 高垣　敏之 大字間々田（2000 ～）

32A 17名 平田　定男 大字間々田（1000 ～ 1999）

32B 14名 長浜　憲一 乙女（丁目）

33 7名 大熊　勝利 東間々田三丁目・暁

34 11名 金子　嘉男 美しが丘・大字東黒田・大字西黒田・大字間々田（１～ 783）

35 12名 松重　重行 大字千駄塚・大字粟宮

36 9名 小髙　次男 大字平和・大字乙女（１～ 499）

37 10名 安藤　和夫 南乙女・大字乙女（500 〜 799）

38 9名 小藤　妙一 大字乙女（800 ～）

39 2名 知久　菊江 大字南飯田

40 5名 高橋　乙二 下生井小区域・網戸小区域
41 4名 杉本　孟 寒川小区域

42 13名 寺内　義雄 豊田南小区域
43 12名 柏崎　勝巳 豊田北小区域

44 14名 小林　信治 穂積小区域
45 8名 須賀　久夫 中小区域

46 7名 松本　光重 羽川小区域（大字喜沢）
47 11名 神保　哲雄 大字荒井・大字出井

48 12名 葛西　洋範 大字羽川（１～ 199・300番台・700 ～ 899）

49 10名 選考中 大字羽川（200番台・400 ～ 699・900番台）

50 8名 高瀬　喜一 扶桑（一丁目）・大字飯塚・大字三拝川岸・大字東島田

51 13名 小林茂一郎 扶桑（二丁目・三丁目）・大字南半田

52 15名 酒寄　勝 萱橋小区域

53 13名 大門　廣 旧福良小区域（大字高椅を除く）・旧梁小区域
54 9名 持田　幸廣 旧延島小区域･大字高椅

小
山
Ａ
地
区

地 区 長 橋本　幸泰

副地区長 野口　和男

担当理事
伊澤三千夫

新井　宣子

地域貢献担当 大橋　章

担当職員 石川　和男

小
山
Ｂ
地
区

地 区 長 伊藤　晴二

副地区長 野原　光男

担当理事 野中　昭男

地域貢献担当 三田　秀男

担当職員 石川　恵

大
谷
Ａ
地
区

地 区 長 岡野　好則

副地区長 荒川　公延

担当理事 藤倉　拓治

地域貢献担当 青木　利夫

担当職員 和泉田憲吾

大
谷
Ｂ
地
区

地 区 長 山中　英雄

副地区長 海老沼文男

担当理事
小林　充親

高尾　力

地域貢献担当 小林　充親

担当職員 石川　恵

間
々
田
地
区

地 区 長 高橋　左吉

副地区長
長浜　憲一

松重　重行

担当理事 雪浦　和雄

地域貢献担当 小高　次男

担当職員 和泉田憲吾

美
田
地
区

地 区 長 飯村　一郎

副地区長 橋本　好文

担当理事
生井　克明

小林　信治

地域貢献担当 森　利英

担当職員 添野　一郎

桑
絹
地
区

地 区 長 角田　速夫

副地区長
吉成　雄平

小野原久夫

担当理事
大久保克延

齋藤　優

地域貢献担当 小野原久夫

担当職員 添野　一郎

公
益
社
団
法
人　

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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「熱中症予防×コロナ感染防止」
≪気温・湿度が高い中でのマスク着用は要注意≫
マスク着用時は、心拍数や呼吸数が増加して体に負担がかかるだけでなく、
口の渇きを感じ難くなります。

≪高齢者・こどもは特に注意が必要≫

～これらの注意点を参考に、熱中症予防とコロナ感染防止を両立させていきましょう～
小山市健康増進課より

①　負担のかかる作業や激しい運動は控えましょう。
②　のどが渇いていなくても、こまめに水分補給をしましょう。
　　※ポイントは、1日あたり1.2ℓを目安に、のどが渇く前に。
③　屋外で周囲の人と十分な距離（2m以上）離れている時は、マスクを外
すことができます。状況に合わせて、こまめに着脱を！

④　エアコン使用中もこまめに換気をしましょう。
　　※ポイントは、窓やドアを2か所開ける、扇風機や換気扇を併用する。
⑤　日頃からの体調管理と、暑さに備えた体力づくりをしましょう。

●　熱中症による救急搬送の約６割が満65歳以上の高齢者で、発生場
所の約４割が住宅でした（令和２年　小山市消防本部）。

●　乳幼児は自ら息苦しさや体調不良を訴えることが難しく、マスク
着用により窒息や熱中症の危険があります。こどもがマスクを着
用する場合には、保護者や周りの大人が注意することが必要で
す。日本小児科医学会では「2歳未満のこどもにはマスク不要、む
しろ危険」と言っています。

　
3
月
17
日
、「
ゆ
め
ま
ち
」
を
会
場
に
マ
ナ
ー
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
会
員
の
接
遇
能
力
・
お
客
様
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
、
主
に
公
募
に
よ

り
就
業
を
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
方
に
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
市
役
所
と
水
道
部
の
当
直
業
務

が
警
備
業
法
に
抵
触
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
で
は

受
託
で
き
な
い
業
務
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
受
託

を
受
け
た
民
間
業
者
か
ら
警
備
業
法
に
抵
触
し
な

い
一
部
の
休
日
と
夜
間
の
受
付
業
務
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
元
の
依
頼
者
で
あ
る
小
山
市
か

ら
、「
今
ま
で
ど
お
り
に
指
導
で
き
な
い
の
で
接
遇

が
心
配
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
就
業
さ
れ

る
会
員
に
こ
の
講
習
会
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　
講
師
に
Ｔ
Ｂ
Ｃ
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
の
柏
木
聖
子

先
生
を
お
招
き
し
、「
よ
り
よ
い
対
人
関
係
を
築
く

た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
、

25
名
の
会
員
が

参
加
し
、
先
生

の
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

（
研
修
担
当
）

マ
ナ
ー
講
習
会
開
催

掲　示　板
●
　
理
　
事
　
会

令
和
２
年
度
第
９
回
（
１２
月
２４
日
）

＊�
正
会
員
・
男
性
９
、
女
性
２
名
の
入
会
を
承
認

＊�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰
規
定
の
一
部
改
正
及

び
会
員
倫
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
第
１０
回
（
１
月
２８
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
５
名
、
女
性
５
名
の
入
会
を
承
認

＊�

得
意
先
訪
問
結
果
報
告

令
和
２
年
度
第
１１
回
（
２
月
２５
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
６
名
、
女
性
２
名
の
入
会
を
承
認

＊�

役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
選
考
に
つ
い
て

＊�

令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
第
１２
回
（
３
月
１８
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
３
名
、
女
性
１
名
の
入
会
を
承
認

＊�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
副
理
事
長
・
専

務
理
事
の
報
酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
規
程
の
制
定

に
つ
い
て

＊�

令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

●
　
総
　
務
　
部
　
会

令
和
２
年
１２
月
１
日

＊�

表
彰
規
定
・
倫
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

令
和
３
年
１
月
５
日

＊�

情
報
公
開
規
程
に
つ
い
て
調
査

＊�

令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
討
議

令
和
３
年
２
月
２
日

＊�

令
和
３
年
度
実
施
計
画
策
定

令
和
３
年
３
月
２
日

＊�

情
報
公
開
規
程
の
継
続
調
査

＊�

令
和
３
年
度
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
事
前
検
討

●
　
事
　
業
　
部
　
会

令
和
２
年
１２
月
３
日

＊�

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
小
山
運
動
公
園
）
及
び
就
業
先

訪
問
（
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ト
城
東
）
の
実
施

＊�

普
通
救
命
講
習
会
の
実
施

令
和
３
年
１
月
７
日

＊�

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
・
総
合
公

園
管
理
及
び
清
掃
）
の
実
施

＊�

小
山
地
区
幼
稚
園
園
長
会
議
に
出
席

＊�

柚
子
み
そ
づ
く
り
試
行
の
実
施

令
和
３
年
２
月
４
日

＊�

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
小
山
駅
公
共
駐
輪
場
・
墓
園
や

す
ら
ぎ
の
森
）

＊�

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
の
実
施

令
和
３
年
３
月
４
日

＊�

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
自
由
が
丘
公
園
・
神
久
保
公
園
・

寺
野
東
公
園
・
車
屋
美
術
館
）

＊�

女
性
会
員
の
就
業
状
況
分
析

●
　
広
　
報
　
部
　
会

令
和
２
年
１２
月
１８
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
80
号
の
編
集

＊�

か
わ
ら
版
第
２３
号
の
発
行
に
つ
い
て

令
和
３
年
１
月
８
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
80
号
の
校
正

＊�

か
わ
ら
版
第
２３
号
の
校
正

令
和
３
年
１
月
２２
日

＊�
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
80
号
の
配
布
に
つ
い
て

＊�
か
わ
ら
版
第
２4
号
の
発
行
に
つ
い
て

令
和
３
年
２
月
１２
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
81
号
の
編
集
方
針
に
つ
い
て

＊�

令
和
３
年
度
実
施
計
画
（
取
組
み
方
針
・
重
点
事
業
・

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

令
和
３
年
２
月
２６
日

＊�

令
和
３
年
度
実
施
計
画
に
つ
い
て

＊�

市
内
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
の
編
集
方
針
に
つ
い
て

令
和
３
年
３
月
１２
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
８１
号
の
編
集

＊�

広
報
部
会
の
運
営
役
割
分
担
に
つ
い
て

令
和
３
年
３
月
２６
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
８１
号
の
校
正

＊�

市
内
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
の
編
集
校
正

「
シ
ル
バ
ー
で
の
出
会
い
の
機
会
を
得
て
」

大
谷
Ｂ
地
区　

中
島　

チ
ヨ　

会
員

　

中
島
会
員
は
、
お
隣
の
下
野
市

の
出
身
、
ご
結
婚
を
機
に
小
山
市

に
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
ご
主
人
は

会
員
の
中
島
一
雄
さ
ん
で
す
。
結
婚
後
は
家
事
と
子

育
て
に
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
夫

が
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
、
就
業
に
、
親
睦
会
活
動
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
る
の
を
見
て
い
て
、
私
も
入
ろ

う
と
思
い
、
平
成
30
年
１
月
に
入
会
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

入
会
後
は
、
草
取
り
、
屋
内
清
掃
等
の
短
期
の
お

仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。
就
業
後
に
お
客
さ
ん

か
ら
「
あ
り
が
と
う
、
ま
た
お
願
い
し
た
い
。」
を
言

わ
れ
る
言
葉
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

就
業
の
傍
ら
、
女
性
委
員
会
に
出
席
さ
れ
、
女
性

の
立
場
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

10
年
程
前
か
ら
絵
手
紙
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
き
っ
か
け
は
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
生
き

が
い
講
座
」
で
、
講
師
の
松
岡
先
生
を
始
め
、
受
講

生
の
皆
さ
ん
と
も
親
し
く

な
り
、
展
示
会
に
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

と
こ
ろ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
発
表
の
機
会
が
な

い
こ
と
が
残
念
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
元
気
な
会
員
の
紹
介

お
元
気
な
会
員
の
紹
介

は

コ
ー
ナ
ー

会
員

つ

ら
つ
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「熱中症予防×コロナ感染防止」
≪気温・湿度が高い中でのマスク着用は要注意≫
マスク着用時は、心拍数や呼吸数が増加して体に負担がかかるだけでなく、
口の渇きを感じ難くなります。

≪高齢者・こどもは特に注意が必要≫

～これらの注意点を参考に、熱中症予防とコロナ感染防止を両立させていきましょう～
小山市健康増進課より

①　負担のかかる作業や激しい運動は控えましょう。
②　のどが渇いていなくても、こまめに水分補給をしましょう。
　　※ポイントは、1日あたり1.2ℓを目安に、のどが渇く前に。
③　屋外で周囲の人と十分な距離（2m以上）離れている時は、マスクを外
すことができます。状況に合わせて、こまめに着脱を！

④　エアコン使用中もこまめに換気をしましょう。
　　※ポイントは、窓やドアを2か所開ける、扇風機や換気扇を併用する。
⑤　日頃からの体調管理と、暑さに備えた体力づくりをしましょう。

●　熱中症による救急搬送の約６割が満65歳以上の高齢者で、発生場
所の約４割が住宅でした（令和２年　小山市消防本部）。

●　乳幼児は自ら息苦しさや体調不良を訴えることが難しく、マスク
着用により窒息や熱中症の危険があります。こどもがマスクを着
用する場合には、保護者や周りの大人が注意することが必要で
す。日本小児科医学会では「2歳未満のこどもにはマスク不要、む
しろ危険」と言っています。

　
3
月
17
日
、「
ゆ
め
ま
ち
」
を
会
場
に
マ
ナ
ー
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
会
員
の
接
遇
能
力
・
お
客
様
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
、
主
に
公
募
に
よ

り
就
業
を
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
方
に
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
市
役
所
と
水
道
部
の
当
直
業
務

が
警
備
業
法
に
抵
触
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
で
は

受
託
で
き
な
い
業
務
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
受
託

を
受
け
た
民
間
業
者
か
ら
警
備
業
法
に
抵
触
し
な

い
一
部
の
休
日
と
夜
間
の
受
付
業
務
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
元
の
依
頼
者
で
あ
る
小
山
市
か

ら
、「
今
ま
で
ど
お
り
に
指
導
で
き
な
い
の
で
接
遇

が
心
配
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
就
業
さ
れ

る
会
員
に
こ
の
講
習
会
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　
講
師
に
Ｔ
Ｂ
Ｃ
福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー
の
柏
木
聖
子

先
生
を
お
招
き
し
、「
よ
り
よ
い
対
人
関
係
を
築
く

た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
、

25
名
の
会
員
が

参
加
し
、
先
生

の
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

（
研
修
担
当
）

マ
ナ
ー
講
習
会
開
催
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【
安
全
確
認
シ
ー
ト
の
作
成
】

　
剪
定
、
除
草
の
仕
事
依
頼
が
あ
る

と
業
務
担
当
職
員
が
見
積
も
り
を
兼

ね
て
下
見
に
出
向
く
。
そ
の
時
の
た

め
に
「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
を
作
成

し
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
項
目
に
つ

い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

●
作
業
場
所
（
依
頼
者
宅
、
公
園
、

空
地
等
）

先進センターの取り組　み事例紹介 その❶ 安全就業特集
　
最
近
の
当
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
契
約
金
額
は
、
公
共
の
受
注
が
大
き
く
減
り
、

民
間
か
ら
の
受
注
も
伸
び
悩
み
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
会
員
数
も
思
う
よ
う
に
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
安
全
面
で
も
、「
事
故
ゼ
ロ
」
に
は
ま
だ
ま
だ
の
状
態
で
す
。

　
当
然
、
会
員
・
理
事
・
事
務
局
一
体
と
な
っ
て
現
状
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

同
じ
よ
う
な
状
況
を
克
服
さ
れ
て
き
た
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
企
画
と
し
て
、
会
員
・
事
務
局
そ
し
て
理
事
会
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
セ
ン
タ
ー
を
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
発
行
「
月
刊
　
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。①「
安
全
就
業
」②「
会
員
増
強
」

③「
就
業
開
発
」
の
三
大
テ
ー
マ
を
３
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

●
現
場
状
況
（
人
通
り
、
近
隣
住
宅
、
法
面
、
溝
、
池
、

沼
等
、
砂
利
石
、
ガ
ス
管
、
電
線
等
配
線
、
水
道
管
、

ハ
チ
の
巣
、
近
隣
の
駐
車
場
）

●
作
業
方
法
（
刈
払
い
機
使
用
、
自
走
式
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ
使
用
、

手
刈
り
な
ど
）

　
作
業
当
日
、
作
業

リ
ー
ダ
ー
は
作
業
前

に
「
安
全
確
認
シ
ー

ト
」
を
確
認
し
防
護

ネ
ッ
ト
使
用
の
要
・

不
要
な
ど
を
記
入
。

そ
の
内
容
を
他
の
会

員
に
伝
え
、
注
意
を

促
す
。

　
さ
ら
に
作
業
後
は
、
怪
我
は
な
か
っ
た
か
、
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
は
な
い
か
、
作
業
器
具
の
故
障
は
な
い

か
な
ど
を
記
入
。
就
業
報
告
書
と
共
に
事
務
局
に
提

出
す
る
。　
　
　（
安
城
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
6
年
7
月
号
）

　
こ
の
「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
と
同
様
の
取
り
組
み

は
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
Ｋ
Ｙ（
危
険
予
知
）
活
動
】

　
現
役
時
代
工
場
に
勤
務
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
方
は

お
馴
染
み
の
活
動
で
し
ょ
う
。現
在
も
就
業
前
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
取
り
入
れ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｃ
が

あ
り
ま
す
。　
　（
安
城
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
6
年
7
月
号
・

伊
那
広
域
Ｓ
Ｃ
2
0
1
7
年
7
月
号
）

　パ
ト
ロ
ー
ル
は
安
全
委
員
が
３
人

ず
つ
交
代
で
担
当
。
多
い
月
で
10
か

所
、
少
な
い
月
で
３
〜
４
ケ
所
を
回

る
。
就
業
現
場
に
は
事
前
連
絡
せ
ず

に
出
向
い
て
い
る
。

　
安
全
委
員
は
パ
ト
ロ
ー
ル
に
行
く

際
、、
安
全
用
品
の
反
射
ベ
ス
ト
を
着

用
し
、腕
章
、安
全
帽
を
身
に
つ
け
る
。

安
全
委
員
が
先
頭
に
立
っ
て
安
全
意

識
の
高
い
姿
を
み
せ
る
こ
と
で
、
会

員
の
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

（
府
中
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
8
年
7
月
号
）

　
剪
定
の
現
場
を
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
際
、
初
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

は
安
全
帽
と
安
全
帯
の
装
着
で
あ
る
。

　「
剪
定
作
業
に
携
わ
る
会
員
で
安

全
帽
を
被
ら
な
い
会
員
は
皆
無
で

す
」。
事
務
局
の
担
当
者
は
言
う
。

　
万
が
一
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、

当
事
者
に
最
大
３
カ
月
の
就
業
停
止

が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は 

27
年
度
に

制
定
し
た
罰
則
規
定
に
基
づ
い
た
も

の
で
、
就
業
に
対
す
る
責
任
と
意
識

を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

　
夏
場
を
迎
え
て
の
草
刈
り
の
現
場

で
は
、
熱
中
症
対
策
が
大
事
で
あ
る
。

◆
適
正
な
作
業
間
隔
が
大
事
◆

　
ま
た
、
不
慣
れ
な
会
員
は
作
業

に
熱
が
入
り
す
ぎ
て
、
刈
払
い
機

を
大
き
く
振
り
な
が
ら
作
業
す
る

こ
と
が
あ
る
と
も
い
う
。

　
刈
払
い
機
作
業
中
、
一
番
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
各
人

の
間
隔
で
あ
る
。
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
委
員
は
こ
こ
を
見
る
。

（
伊
那
広
域
Ｓ
Ｃ

2
0
1
7
年
7
月
号
）

〝
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
〞
を
共
通
認
識

と
し
て
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
（
現
場
巡
回
指
導
）
を
ほ
ぼ
毎
月
実
施
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
先
は
、
当
日
の
就
業
現
場
の
中
か
ら

一
ケ
所
を
事
務
局
で
選
定
。
必
要
に
応
じ
て
発
注
者

に
連
絡
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
就
業
会
員
に
は
知
ら

せ
ず
に
実
施
す
る
。

　
現
場
で
は
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
表
」
に
沿
っ

て
安
全
就
業
の
状
況
を
確
認
す
る
。

（
東
金
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
9
年
7
月
号
）

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
る

Ｓ
Ｃ
も
あ
る
。（
小
諸
北
佐
久
Ｓ
Ｃ
2
0
1
9
年
7
月
号
）

　「
作
業
別
安
全
就
業
基
準
」
で
、「
植
木
剪
定
・
伐
採
」

「
草
取
・
草
刈
・
除
草
剤
」「
塗
装
・
屋
根
作
業
」「
事

業
所
等
清
掃
」
の
作
業
別
に
明
記
さ
れ
て
い
る
安
全

保
護
具
を
着
用
し
て
、安
全
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ

て
作
業
を
行
う
。
ま
た
、
就
業
前
に
は
器
具
類
を
点

検
し
、
作
業
中
は
事
故
防
止
器
材
な
ど
を
設
置
す
る
。

　
例
え
ば
、
植
木
剪
定
・
伐
採
作
業
の
場
合
は
、
地

下
足
袋
や
運
動
靴
、
安
全
帽
を
着
用
す
る
。
脚
立
を

使
う
場
合
は
敷
板
を
使
用
す
る
。
樹
上
作
業
で
は
安

全
帯
を
使
う
、
な
ど
の
規
定
が
あ
る
。
草
刈
り
作
業

で
は
防
護
シ
ー
ト
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の
使
用
を
定
め
、

現
場
周
辺
に
車
両
や
家
屋
な
ど
が
あ
る
場
合
は
ロ
ー

プ
刃
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。

（
京
丹
後
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
9
年
7
月
号
）

『
安
全
対
策
に
終
わ
り
は
な
い
』

（
塩
尻
地
域
Ｓ
Ｃ
2
0
2
0
年
7
・
8
合
併
号
）

　
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
な
い
の
で
す
が
、
誌
面
の

都
合
上
、
こ
れ
ま
で
と
し
ま
す
。（
広
報
部
会
）

※
記
事
中
の
「
Ｓ
Ｃ
」
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
略
称
で
す
。

安
全
就
業
体
制
の
取
り
組
み

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
保
護
具
類
・
器
具
類
の
確
認

安城市SCホームページより

理
事
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
今
回
は
広
報
部
の
企
画
と
し
て
、
全
シ
協
発
行

の
「
月
間
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
掲
載
さ

れ
た
「
安
全
就
業
」
に
関
す
る
事
例
を
取
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
も「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
安
全
委
員
会
を
中
心
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
事
例
の
安
城
市
で
は
下
見
時
に
「
安

全
確
認
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
シ
ー
ト
の
内
容
を

確
認
し
て
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
終
了
に
も
会
員

の
怪
我
、
お
客
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か

を
確
認
し
て
い
る
こ
と
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
の
見
直
し
か
ら

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
ご

協
力
を
頂
く
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
部
会
長
か
ら
コ
メ
ン
ト

　「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
は
当
セ
ン
タ
ー
で
も
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
当
セ
ン
タ
ー
で
も
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
事
例
を
見
ま
す
と
予
告
な
し

に
出
向
い
て
い
る
例
が
多
い
様
で
す
。

　
点
検
内
容
で
は
、
就
業
前
の
点
検
前
の
器
具
類

の
点
検
を
行
う
ほ
か
、
作
業
時
の
安
全
対
策
と
し

て
、
特
に
安
全
帽
・
安
全
帯
の
着
用
に
注
意
し
て

い
る
セ
ン
タ
ー
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
事
例
を
参
考
に
安
全
就
業
の
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊那広域SCホームページより
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【
安
全
確
認
シ
ー
ト
の
作
成
】

　
剪
定
、
除
草
の
仕
事
依
頼
が
あ
る

と
業
務
担
当
職
員
が
見
積
も
り
を
兼

ね
て
下
見
に
出
向
く
。
そ
の
時
の
た

め
に
「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
を
作
成

し
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
項
目
に
つ

い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

●
作
業
場
所
（
依
頼
者
宅
、
公
園
、

空
地
等
）

先進センターの取り組　み事例紹介 その❶ 安全就業特集
　
最
近
の
当
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
契
約
金
額
は
、
公
共
の
受
注
が
大
き
く
減
り
、

民
間
か
ら
の
受
注
も
伸
び
悩
み
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
会
員
数
も
思
う
よ
う
に
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
安
全
面
で
も
、「
事
故
ゼ
ロ
」
に
は
ま
だ
ま
だ
の
状
態
で
す
。

　
当
然
、
会
員
・
理
事
・
事
務
局
一
体
と
な
っ
て
現
状
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

同
じ
よ
う
な
状
況
を
克
服
さ
れ
て
き
た
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
企
画
と
し
て
、
会
員
・
事
務
局
そ
し
て
理
事
会
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
セ
ン
タ
ー
を
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
発
行
「
月
刊
　
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。①「
安
全
就
業
」②「
会
員
増
強
」

③「
就
業
開
発
」
の
三
大
テ
ー
マ
を
３
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

●
現
場
状
況
（
人
通
り
、
近
隣
住
宅
、
法
面
、
溝
、
池
、

沼
等
、
砂
利
石
、
ガ
ス
管
、
電
線
等
配
線
、
水
道
管
、

ハ
チ
の
巣
、
近
隣
の
駐
車
場
）

●
作
業
方
法
（
刈
払
い
機
使
用
、
自
走
式
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ
使
用
、

手
刈
り
な
ど
）

　
作
業
当
日
、
作
業

リ
ー
ダ
ー
は
作
業
前

に
「
安
全
確
認
シ
ー

ト
」
を
確
認
し
防
護

ネ
ッ
ト
使
用
の
要
・

不
要
な
ど
を
記
入
。

そ
の
内
容
を
他
の
会

員
に
伝
え
、
注
意
を

促
す
。

　
さ
ら
に
作
業
後
は
、
怪
我
は
な
か
っ
た
か
、
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
は
な
い
か
、
作
業
器
具
の
故
障
は
な
い

か
な
ど
を
記
入
。
就
業
報
告
書
と
共
に
事
務
局
に
提

出
す
る
。　
　
　（
安
城
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
6
年
7
月
号
）

　
こ
の
「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
と
同
様
の
取
り
組
み

は
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
Ｋ
Ｙ（
危
険
予
知
）
活
動
】

　
現
役
時
代
工
場
に
勤
務
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
方
は

お
馴
染
み
の
活
動
で
し
ょ
う
。現
在
も
就
業
前
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
取
り
入
れ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｃ
が

あ
り
ま
す
。　
　（
安
城
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
6
年
7
月
号
・

伊
那
広
域
Ｓ
Ｃ
2
0
1
7
年
7
月
号
）

　パ
ト
ロ
ー
ル
は
安
全
委
員
が
３
人

ず
つ
交
代
で
担
当
。
多
い
月
で
10
か

所
、
少
な
い
月
で
３
〜
４
ケ
所
を
回

る
。
就
業
現
場
に
は
事
前
連
絡
せ
ず

に
出
向
い
て
い
る
。

　
安
全
委
員
は
パ
ト
ロ
ー
ル
に
行
く

際
、、
安
全
用
品
の
反
射
ベ
ス
ト
を
着

用
し
、腕
章
、安
全
帽
を
身
に
つ
け
る
。

安
全
委
員
が
先
頭
に
立
っ
て
安
全
意

識
の
高
い
姿
を
み
せ
る
こ
と
で
、
会

員
の
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

（
府
中
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
8
年
7
月
号
）

　
剪
定
の
現
場
を
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
際
、
初
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

は
安
全
帽
と
安
全
帯
の
装
着
で
あ
る
。

　「
剪
定
作
業
に
携
わ
る
会
員
で
安

全
帽
を
被
ら
な
い
会
員
は
皆
無
で

す
」。
事
務
局
の
担
当
者
は
言
う
。

　
万
が
一
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、

当
事
者
に
最
大
３
カ
月
の
就
業
停
止

が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は 

27
年
度
に

制
定
し
た
罰
則
規
定
に
基
づ
い
た
も

の
で
、
就
業
に
対
す
る
責
任
と
意
識

を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

　
夏
場
を
迎
え
て
の
草
刈
り
の
現
場

で
は
、
熱
中
症
対
策
が
大
事
で
あ
る
。

◆
適
正
な
作
業
間
隔
が
大
事
◆

　
ま
た
、
不
慣
れ
な
会
員
は
作
業

に
熱
が
入
り
す
ぎ
て
、
刈
払
い
機

を
大
き
く
振
り
な
が
ら
作
業
す
る

こ
と
が
あ
る
と
も
い
う
。

　
刈
払
い
機
作
業
中
、
一
番
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
各
人

の
間
隔
で
あ
る
。
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
委
員
は
こ
こ
を
見
る
。

（
伊
那
広
域
Ｓ
Ｃ

2
0
1
7
年
7
月
号
）

〝
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
〞
を
共
通
認
識

と
し
て
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
（
現
場
巡
回
指
導
）
を
ほ
ぼ
毎
月
実
施
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
先
は
、
当
日
の
就
業
現
場
の
中
か
ら

一
ケ
所
を
事
務
局
で
選
定
。
必
要
に
応
じ
て
発
注
者

に
連
絡
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
就
業
会
員
に
は
知
ら

せ
ず
に
実
施
す
る
。

　
現
場
で
は
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
表
」
に
沿
っ

て
安
全
就
業
の
状
況
を
確
認
す
る
。

（
東
金
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
9
年
7
月
号
）

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
る

Ｓ
Ｃ
も
あ
る
。（
小
諸
北
佐
久
Ｓ
Ｃ
2
0
1
9
年
7
月
号
）

　「
作
業
別
安
全
就
業
基
準
」
で
、「
植
木
剪
定
・
伐
採
」

「
草
取
・
草
刈
・
除
草
剤
」「
塗
装
・
屋
根
作
業
」「
事

業
所
等
清
掃
」
の
作
業
別
に
明
記
さ
れ
て
い
る
安
全

保
護
具
を
着
用
し
て
、安
全
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ

て
作
業
を
行
う
。
ま
た
、
就
業
前
に
は
器
具
類
を
点

検
し
、
作
業
中
は
事
故
防
止
器
材
な
ど
を
設
置
す
る
。

　
例
え
ば
、
植
木
剪
定
・
伐
採
作
業
の
場
合
は
、
地

下
足
袋
や
運
動
靴
、
安
全
帽
を
着
用
す
る
。
脚
立
を

使
う
場
合
は
敷
板
を
使
用
す
る
。
樹
上
作
業
で
は
安

全
帯
を
使
う
、
な
ど
の
規
定
が
あ
る
。
草
刈
り
作
業

で
は
防
護
シ
ー
ト
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の
使
用
を
定
め
、

現
場
周
辺
に
車
両
や
家
屋
な
ど
が
あ
る
場
合
は
ロ
ー

プ
刃
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。

（
京
丹
後
市
Ｓ
Ｃ
2
0
1
9
年
7
月
号
）

『
安
全
対
策
に
終
わ
り
は
な
い
』

（
塩
尻
地
域
Ｓ
Ｃ
2
0
2
0
年
7
・
8
合
併
号
）

　
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
き
れ
な
い
の
で
す
が
、
誌
面
の

都
合
上
、
こ
れ
ま
で
と
し
ま
す
。（
広
報
部
会
）

※
記
事
中
の
「
Ｓ
Ｃ
」
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
略
称
で
す
。

安
全
就
業
体
制
の
取
り
組
み

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
保
護
具
類
・
器
具
類
の
確
認
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今
回
は
広
報
部
の
企
画
と
し
て
、
全
シ
協
発
行

の
「
月
間
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
掲
載
さ

れ
た
「
安
全
就
業
」
に
関
す
る
事
例
を
取
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
も「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
安
全
委
員
会
を
中
心
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
事
例
の
安
城
市
で
は
下
見
時
に
「
安

全
確
認
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
シ
ー
ト
の
内
容
を

確
認
し
て
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
終
了
に
も
会
員

の
怪
我
、
お
客
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か

を
確
認
し
て
い
る
こ
と
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
の
見
直
し
か
ら

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
ご

協
力
を
頂
く
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
部
会
長
か
ら
コ
メ
ン
ト

　「
安
全
確
認
シ
ー
ト
」
は
当
セ
ン
タ
ー
で
も
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
当
セ
ン
タ
ー
で
も
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
事
例
を
見
ま
す
と
予
告
な
し

に
出
向
い
て
い
る
例
が
多
い
様
で
す
。

　
点
検
内
容
で
は
、
就
業
前
の
点
検
前
の
器
具
類

の
点
検
を
行
う
ほ
か
、
作
業
時
の
安
全
対
策
と
し

て
、
特
に
安
全
帽
・
安
全
帯
の
着
用
に
注
意
し
て

い
る
セ
ン
タ
ー
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
事
例
を
参
考
に
安
全
就
業
の
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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契
約
金
額

請
負
金
額

令和元年度 290 , 984 , 257 円
令和２年度 267 , 168 , 823 円
比　　較 △ 23 , 815 , 434 円

派
遣
金
額

令和元年度 21 , 608 , 261 円
令和２年度 13 , 799 , 109 円
比　　較 △ 7 ,809 , 152 円

総
契
約
額

令和元年度 312 , 592 , 518 円
令和２年度 280 , 967 , 932 円
比　　較 △ 31 , 624 , 586 円

令和２年４月 1日〜令和３年３月 31日

会
員
数

人数 総数
男 470人（前年比△ 35人） 587人

（前年比△ 42人）女 117人（前年比△ 7人）

令和 3年３月 31日現在

入

会

案

説

会

の

内

明

ご

　

入
会
は
60
歳
以
上
の
小
山
市
民
で
す
。
70
歳

以
上
の
方
も
入
会
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
１
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
３
年
７
月
６
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
３
年
８
月
３
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
３
年
９
月
７
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

※
会
場
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
す
。

会
報
　
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
81
号

発
行
日	

令
和
３
年
５
月
25
日

発
行
所	

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
２
８
５（
28
）４
１
３
０

	

〒
３
２
３

−

０
８
２
９

	

小
山
市
東
城
南
5
丁
目
15
番
地
8

編　

集	

広
報
部
会

写

真

展

開

催

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
予
定
し
て
い
た
施
設
が

利
用
で
き
ず
に
様
々
な
行
事
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
特
別
警
戒
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
３
月

13
（
土
）
～
14
日
（
日
）
の
２
日
間
、
市
立
文
化
セ

ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
第
13
回
写
真
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
「
小
山
の
四
季
」「
自
由
作
品
」
と
し
、

一
年
間
、
発
表
が
待
た
れ
て
い
た
渾
身
の
作
品
35
点

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品

で
し
た
。

初
日
は
雨
の
中
、
市
民
の
皆
様
、
理
事
長
は
じ
め

会
員
の
皆
様
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
写
真

展
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
警
戒
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。			




　
（
写
真
ク
ラ
ブ
）

　

　

女
性
委
員
会
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
回
目
の
緊
急

事
態
宣
言
も
２
月
８
日
に
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
２
回
目
と
な
る
小
物
づ
く
り
を
３
月
25
日
に

開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
10
名
の
女
性
会
員
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
大
竹
陽
子

先
生
を
お
招
き
し
、

紙
紐
を
材
料
に
『
便

利
な
小
物
入
れ
』
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

２
時
間
で
の
完
成
を

目
指
し
ま
し
た
。
最

初
に
材
料
を
計
っ
て

切
り
、
ボ
ン
ド
で
整

え
ま
す
。
更
に
編
み

込
ん
で
い
く
に
は
細

心
の
指
使
い
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
先
生
が

配
色
に
工
夫
し
て
ご

指
導
下
さ
れ
素
晴
ら

し
い
作
品
が
で
き
ま

し
た
。

　

終
了
後
、
参
加
者

の
感
想
や
女
性
委
員

会
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

女
性
委
員
会
活
動
報
告

　「

小

物

づ

く

り

」　


